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日 本 学 術 振 興 会 
 

第２回 HOPE ミーティング 
参加者募集要項 

 
 

平成２１年３月 
独立行政法人 日本学術振興会 

 
１．趣旨 

 
独立行政法人日本学術振興会（Japan Society for the Promotion of 

Science: JSPS）は、アジア太平洋地域から選抜された優秀な大学院生を対

象として、彼らがノーベル賞受賞者等の世界の知のフロンティアを開拓した

人々との対話、同世代の研究者との交流、さらには人文社会分野の講演や芸

術プログラムを通じて、より広い教養の涵養と人間性の陶冶を図り、将来の

アジア太平洋地域の科学研究を担う研究者として飛躍する機会を提供する

ため、平成１９年度よりHOPEミーティングを開催しています。 
この度は、第２回HOPEミーティングへの日本国内からの参加者を募集し

ます。本会議の参加者には、上述のようなHOPEミーティングの趣旨を理解

し、アジア・太平洋地域の多様な文化や価値観を尊重しつつ、同地域の科学

研究の将来を担う人材として積極的にこの交流事業に参画することが期待

されます。 
＊第２回HOPEミーティングの詳細については、参考「第２回HOPEミーティング概要」

を参照 

 
２．テーマ 

  
Art in Science 

 
３．対象分野 

 
 化学（及び物理学、生物学を含む関連分野） 
 
４．使用言語 

 
    英語 
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５．会議の開催期間  

  
２００９年９月２７日（日）～１０月１日（木） 
 （９月２７日：受付、１０月２日：解散） 
 

６．本会が負担する経費 

 
本会規程に基づき、次の経費を負担します。  

（１）国内所属機関から会場への往復交通費 
＊海外機関に所属する方の日本国内までの往復航空券の費用は本会は

負担いたしません。 
 （２）宿泊費および食費 
 （３）その他、研究所見学等の参加費 
 
７．採択予定数 

 
約３０名以内 

 
８．申請資格 

 
本会議へ参加を希望する者は、下記の（１）または（２）、及び（３）を

満たす必要があります。また、過去に本会議に参加した者は対象としません。 
 

（１）申請時に我が国の研究機関＊（ただし、文部科学省科学研究費補助金の

申請資格のある機関に限る。）（以下、「国内の研究機関等」とする。）に

所属する博士課程学生であること（国籍は問いません。） 
    我が国の大学等学術研究機関、国公立試験研究機関等＊ 

我が国の大学，大学共同利用機関等，国公試験研究機関，学術研究・研究開発活

動を行う独立行政法人・政府出資法人・民法第 34 条により設立された法人又は民

間研究機関（平成 14 年度以降，連携大学院として大学の連携先として教育研究実

績をあげている機関の他，文部科学省科学研究費補助金の申請資格を有する機関

で，若手研究者養成に実績等があるとして本会が認めたもの。） 
 

（２）日本国籍を持つ者又は我が国に永住を許可されている外国人で、海外

において大学等の学術研究機関等（以下、「海外の研究機関等」とする。）

に所属する博士課程学生であること 
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（３）化学（及び物理学、生物学を含む関連分野）において、英語での質の

高いポスター発表及び討論が可能であること 
 
９．募集方法について 

 
本事業の参加者は以下の３通りの方法により募集します。 

 
（１）グローバル COE プログラム、世界トップレベル研究拠点プログラムの

拠点代表者による推薦（拠点推薦） 
・グローバル COE プログラムまたは世界トップレベル研究拠点プログラム

に採択された拠点から、１拠点につき２名以内を拠点代表者の推薦によ

り受け付けます。 
・被推薦者は下記（２）の機関長推薦の対象になりません。 
・申請者個人から本会へ直接提出した推薦書は受け付けません。 

 
（２）我が国の研究機関等の機関長による推薦（機関長推薦） 
・国内の研究機関等から、１機関につき５名以内を、機関長の推薦により

受け付けます（なお上記（１）の拠点推薦による推薦人数はこの内に含

まれません）。 
・申請者個人から本会へ直接提出した推薦書は受け付けません。 
 

（３）海外の研究機関等に所属する申請者による個人申請 
・海外の研究機関等に所属している申請者は、本会に直接申請してくださ

い。なお、滞在国から日本への往復の航空券の費用は本会は負担いたし

ません。 
 
１０．申請手続 

 
（１）グローバル COE プログラム、または、世界トップレベル研究拠点プログ

ラムの拠点代表者による推薦（拠点推薦） 

 
  １）採択拠点が提出する書類 

①様式１： HOPE ミーティング参加候補者拠点推薦名簿・・・・原本１部 
②様式３：第２回 HOPE ミーティング参加申請書・・・・・・・原本１部 

   ＊様式２は拠点推薦の場合不要です。 
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  ２）応募方法 
申請者は、上記の様式３を必ず所属拠点を通じて提出してください。申請

者個人から本会へ直接提出した申請書は受け付けません。 
拠点ごとに、様式１のリスト順に様式３を並べ、様式１を表紙として下記

受付期間内に本会に郵送又は持参にて提出してください（郵送の場合は封筒

に「HOPE ミーティング推薦書類在中」と朱書きして下さい。）。 
 
（２）我が国の研究機関等の機関長による推薦（機関長推薦） 

 
１）機関の事務局が提出する書類 
①様式２： HOPE ミーティング参加候補者機関推薦名簿・・・・原本１部 

  ②様式３：第２回 HOPE ミーティング参加申請書・・・・・・・原本１部 
   ＊様式１は機関長推薦の場合不要です。 
 
  ２）応募方法 

申請時に国内の研究機関等に所属している申請者は、上記の様式３を必ず

所属機関を通じて提出してください。申請者個人から本会へ直接提出した申

請書は受け付けません。 
機関ごとに様式２のリスト順に様式３を並べ、様式２を表紙として下記受

付期間内に本会に郵送又は持参にて提出してください。（郵送の場合は封筒

に「HOPE ミーティング推薦書類在中」と朱書きして下さい。）。 
 
（３）海外の研究機関等に所属する申請者による個人申請 

 
１）申請者が提出する書類 
様式３：第２回 HOPE ミーティング申請書・・・・・・・・・原本１部 

 
  ２）応募方法 

申請時に海外の研究機関等に所属している申請者は、上記様式３を本会に

郵送にて提出してください（郵送の場合は封筒に「HOPE ミーティング推薦

書類在中」と朱書きして下さい。）。 
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１１．本会の受付期間 

 
２００９年月４月１３日（月）～４月２４ 日（金）１７：３０本会必着 

 
〔注〕 
①上記の受付期間は所属機関から本会に申請書類が提出される期限で

あり、申請者が所属拠点または所属機関に申請書を提出する期限につ

いては、それより前である可能性があるので、注意してください。 
②海外から個人申請する場合、受付期間内に書類が到着するよう余裕を

もって送付してください。また、郵便事情等による申請書の紛失、遅

配については、本会では責任を負いません。 
 
１２．選考及び結果の通知 

 
（１）審査方針 

主な審査方針は、以下のとおりです。 
① 優れた学術業績があり、科学的知識とその利用の社会的影響につい

て熟知していること。 
② 科学及び研究に広範かつ真摯な興味を持っていること。 
③ 当該分野での研究の将来を担う優れた研究者となることが期待でき

ること。 
④ 本会議への参加により、共同研究や人的ネットワーク形成に寄与す

る将来性が見込めること。 
⑤ 交流や議論に積極的に参加する意欲及び十分な英語能力があること。 

 
（２）選考結果の通知等 
 参加者の選考は第２回 HOPE ミーティング組織委員会による書面審査、

及び合議審査によって行います。その結果については、平成２１年５月下旬

頃に、国内に所属機関等がある申請者については拠点代表者または所属機関

長宛に通知します。海外の研究機関等に所属する者は、本人へ直接通知しま

す。 
 なお、選考結果に関する個別の問い合わせには応じません。 
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１３．参加決定までの流れ 

 
２００９年 
 ４月１３日～４月２４日 申請受付 
 ４月下旬～５月上旬 書面審査 
 ５月中旬 第２回 HOPE ミーティング組織委員会 

（参加者の決定） 
 ５月下旬 審査結果の通知・公表 
 ６月～９月 会議参加の準備（必要書類の提出等） 
 ９月２７日～１０月１日 第２回 HOPE ミーティング 

 

１４．報告書の提出  

 
会議終了後、２ヶ月以内に本会からの指定の書式に基づき、報告書を提出

してください。 
 
１５．不正使用等に対する措置 

 
  競争的資金等の不正使用等や教育研究活動における不正行為（ねつ造、改

ざん、盗用等）、すべての人権侵害行為（人種差別、性差別、セクシュアルハ

ラスメント、アカデミックハラスメント、パワーハラスメント、職権濫用、ネ

グレクト等）等の非違行為、法令違反等が認められた場合は、参加の取消し、

既に支給された資金・経費等の一部又は全部の返還等のしかるべき措置を行い

ます。 
  競争的資金等の適正な使用等については、別紙（「競争的資金等の適正な使

用等について」）をご参照ください。 
 
１６．個人情報の取扱い 

 
申請書類に含まれる個人情報については，「独立行政法人等の保有する個人

情報の保護に関する法律」及び本会の「個人情報保護規定」に基づき厳重に管

理し，日本学術振興会第２回 HOPE ミーティングの業務遂行のために利用（デ

ータの電算処理及び管理を外部の民間企業等に委託して行わせるための個人

情報の提供を含む。）します。 
なお、採用された者の氏名、所属機関及び参加報告等が、本会のホームペ

ージや会議結果報告書等において公表されるほか、関係機関へ提供されること
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があります。 
 

１７．その他 

 
本会は、本会議参加期間中（参加のための移動期間を含む。）に生じた傷

害、疾病等の事故について責任を負いません。 
 
１８．科学技術振興調整費事業について 

 
本事業は、科学技術振興調整費受託事業「アジア科学技術コミュニティ

形成戦略」の一環として実施するものです。そのため当会の通常の規定に

加え、科学技術振興調整費の規定やルールを踏まえて事業を実施します。 
 
１９．申請書類の提出先及び問合せ先 

   
〒102-8471 東京都千代田区一番町６番地（住友一番町ビル２F） 

     独立行政法人 日本学術振興会  
国際事業部 地域交流課 「HOPE ミーティング」担当 

     TEL：03-3263-2414  E-mail：hope-meetings@jsps.go.jp 
  事業ホームページ：http://www.hopemeetings.jp  
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第 2 回 HOPE ミーティング  

申請書作成要領 

 
 
I. 申請書の作成について 
II. 申請書の記入について 
III.申請書の添付書類について 
 
 
I. 申請書の作成について  

（１）申請書は A4 版、両面コピーとし、正本 1 部を提出してください。 
（２）所定の様式の改変、本会が指定した書類（下記 III）以外の添付はできません。 
   これらが守られていなければ不備の申請書と見なします。内容に矛盾のあるもの、記入漏れなど

についても不備と見なします。もし該当するものがあった場合には、審査にあたり不利益を生じ

ることがあります。 
（３）申請書を手書き等にて作成する場合、下記の点に注意すること。 
  ・ワープロソフトにより編集しない場合は、所定の用紙に直接印字すること。（所定の用紙に「切り

貼り」することはできるだけ避けること。はがれ落ちて申請者に不利益が生じても、本会では責

任を負わない。） 
  ・手書きで記入する場合は、黒インク又は黒ボールペンで丁寧に記入すること。 
  ・記載内容を訂正する場合は、（2 重線）で消し、書き直した上、訂正印を押すこと。（修正液での訂

正は不可。） 
 
II. 申請書の記載について  
申請する分科・細目等（（１）～（４）） 

項  目 記 入 要 領 
（１）申請方法 該当する項目に○印を付すこと。 
（２）領域・分科・細目 分科・細目コード表を参照して記入すること。 
（３）分科細目コード 
（４）受付番号 何も記入しないこと。 
 
１．申請資格等 

申 請 者 記 入 要 領 
（５）氏名・漢字 ・申請者の戸籍に記載されている氏名を記入すること。手書きで記入する

場合は楷書で記入することが望ましい。 
・研究上、通称名（旧姓等）を使用している場合は、戸籍に記載されてい



2 
 

る姓の後に（ ）書きで通称名（旧姓等）を記入することもできる。 
・氏名は漢字等により記入すること。 
・姓と名の間は１字あける。 

（６）氏名・フリガナ 姓と名の間は１字空ける。 
（７）氏名・ローマ字 最初の１文字は大文字、あとは小文字で記入すること。 

（例）Gakushin Taro 
（８）生年月日 2009 年 4 月 1 日現在の歳を記入すること。 
（９）性別 該当する方に○印を付すこと。 
（10）国籍 ・どちらかを選ぶこと。 

・【海外の所属機関から申請する場合】国籍がその他の場合には、永住許可

がなければ申請資格がないので、日本に永住を許可されていることを証明

する「外国人登録済み証明書」又は「外国人登録原票記載事項証明書」を

添付すること。 
 

現在の所属機関 記 入 要 領 
（11）機関名 機関名、部局名を正確に記入すること。 
（12）部局名 

（13）学歴 それぞれの年月日、及び、大学名等を正確に記入すること。なお、年は西

暦で記載すること。 
（14）研究テーマ 現在の研究テーマを和文・英文でそれぞれ記入すること。 
（15）本会他事業の採用状

況 
本会の他の事業に現在採用中もしくは過去 5 年間に採用されたことがある

者は、当該事業名、研究課題、採用期間等を記入すること。 
 

推薦書作成研究者 記 入 要 領 
（16）氏名 ＜漢字＞ 

・推薦者の戸籍に記載されている氏名を記入すること。手書きで記入する

場合には楷書で記入することが望ましい。 
・研究上、通称名（旧姓等）を使用している場合は、戸籍に記載されてい

る姓の後に（ ）書きで通称名（旧姓等）を記入することもできる。 
・氏名は漢字等により記入すること。 
・姓と名の間は１字あける。 
＜フリガナ＞ 
姓と名の間は１字空ける。 
＜ローマ字＞ 
最初の１文字は大文字、あとは小文字で記入すること。 
（例）Gakushin Taro 

（17）機関名 機関名、部局名を正確に記入すること。また、種別についてはいずれかを



（18）部局名、種別 選ぶこと。種別がその他の場合には、（ ）の中に正確な種別を記入するこ

と。 
（19）職名 いずれかを選ぶこと。また、その他の場合には、（ ）の中に正確な職名を

記入すること。 
 

申請者自宅等 記 入 要 領 
（20）自宅住所 自宅住所、郵便番号、電話、携帯電話、FAX、e-mail を記入すること。な

い場合は、記入する必要はない。なお、変更が生じた場合は、直ちに届け

ること。 
（21）連絡先 審査結果通知先（海外からの個人申請のみ。所属機関を通じて申請した者

については所属機関に通知を行う）、及び、参加決定後の連絡先等を指定す

ること。いずれかを選び○印を付すこと。 
（22）郵便番号 正確に記入すること。 
（23）電話番号 確実に連絡の取れる電話番号を記入すること。 
（24）住所 都道府県名から記入すること。 

（25）機関名・部局名・研

究室等 
連絡先で「所属機関」か「その他」を選んだ場合に記入すること。 

 
２．ポスター発表を予定している研究内容 

本会議にてポスター発表を予定している研究のアブストラクトを英文にて記入すること。なお、枠内に

収まれば、図やグラフを用いて説明しても構わない。 

 
３．ポスター発表に関連する論文及び学会での発表状況 

記 入 要 領 
記入例 下記はあくまでも一例であり、体裁は申請書に記載されている注記を踏まえた上で適宜調整す

ること。 
（１）学術雑誌等（紀要・論文集等も含む）に発表した論文及び著書 
（査読有り） 
１）学振太郎、半蔵門花子、・・・「(題目)」、『(掲載誌名)』、○○出版社、○号、pp57-62, 2003 
２）麹町次郎、学振太郎、・・・「(題目)」、『(掲載誌名)』、○○出版社、○号、pp33-39, 2008(採録決定

済み・証明書添付) 
  
 
注：著書の所属・職（論文発表時） 
１）○○大学△△研究科大学院生 
２）○○大学△△学部助手 
 

著者の所属及び職名等を記載すること。 

採録が決定された者については、そのことを証明できる文書、又は電

子メール等の写しを添付すること。（論文は添付しないこと） 
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（２）学術雑誌又は商業紙における解説・総説 
１）学振太郎、・・・「(題名)」、『(掲載誌名)』、○○出版社、○号、pp40-45, 2006 
 
（３）国内学会・シンポジウム等における発表 
（口頭発表査読無し） 
１）○学振太郎、半蔵門花子、・・・「(題名)」、「(学会名)」、No. 200、仙台、2004 年 9 月 
 
（４）特許等 
（公開中） 
１）（特許の番号）号、「(名称)」、麹町次郎、学振太郎、2004 年 4 月 

特許以外に受賞歴があればここに記載すること。

 

４．本会議に参加する目的・達成目標など  

本会議へ参加する目的、達成目標等を簡潔かつ具体的に英文にて記入すること。 

 
５．英語での研究活動の実績・目標等 

記入例 下記はあくまでも一例であり、適宜調整すること。 

（１）留学経験 
イギリス ○○大学留学、2001. 4.1~2002.3.31 
 
（２）国際会議等の参加実績 
（口頭発表査読有り） 
１）Gakushin T, Hanzoumon H, …「(題名)」、『(学会名)』、BB-11, London, U.K. (June 2005) 
 
※主な語学検定試験結果 
・過去に語学能力検定試験を受けた者は、試験の名称・級／スコア・取得年月を記入すること。 
・3 種類以上の試験を受けている場合は、成績の良い試験結果を申請者自ら選択の上、記入すること。

・スコアに有効期限がある試験（例：TOEFL）について、有効期限が過ぎた場合も含めて記入して良い。

・試験の級／スコアの証明書（コピー可）を添付すること。 

パンフレット等に記載された際に付された番号が

あれば記載すること。 

 
６．推薦書 

・申請者の指導教官が作成すること。なお、評価者（推薦者）は 1 名に限る。 
・推薦者が外国人の場合は、英語での推薦書作成も可とする。 
・推薦者署名は直筆とする。 
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III. 申請書の添付書類について  

 下記の書類を申請書に添付すること。 
 
（１）外国人登録済証明書【該当者のみ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・正本 1 部 
 ・申請時に海外の研究機関等に所属する外国人は、日本に永住を許可されていることを証明する外国

人登録済証明書又は外国人登録原票記載事項証明書を添付すること。 
 
（２）採録決定を証明する書類【該当者のみ】・・・・・・・・・・・・・・・・正本 1 部 
 ・「３．ポスター発表に関連する論文及び学会での発表状況」で、まだ印刷されていないが、採録決定

（アクセプト）の通知を受けているものについては、そのことを証明する書類を添付すること。ま

だ、印刷されていない論文で、当該証明書を添付できないものについては、この欄に記載できない。 
 ・証明書類は申請書提出時に添付できるものに限る。申請書提出後、改めて追加することはできない。 
 ・証明書類は原則として正本を添付すること。 
  ただし、当該出版社等が採録決定について電子メールや Web 上による通知しか行っていない場合は、

それを印刷したもので代えても良い。その際、論文採録決定の証明に関する記述と、論文本体が一

体となっている場合など、全体の枚数が多くなっているものについては、全てをそのまま添付する

のではなく、「論文タイトル」「執筆者」「該当論文を採録決定している旨の記載」の部分を抜粋し、

両面コピー１～２枚程度にまとめて添付すること。その際、「採録証明に関する部分のみ抜粋」等の

説明を余白に手書きで記入すること。 
 ・印刷済みのものについては、採録決定を証明する書類を添付する必要はない。 
 ・論文の抜き刷りは添付しないこと。 
 
（３）語学能力検定試験の証明書【該当者のみ】・・・・・・・・・・・・・・・正本 1 部 
 ・「５．英語での研究活動の実績・目標等」の「※主な語学能力検定試験結果」欄に記入した場合のみ、

試験の級／スコアの証明書（コピー可）を申請書に添付すること。 
 ・提出した証明書は申請者へ返却しないので、その旨留意すること。 



イ タ イ 、 経 経微

哲学 心の理論 感情とその計算機 ム、医療情報システム、 ンピュ

キーワード付「分科・細目表」

このキーワードは，当該分科・細目の内容等を，申請者が理解しやすくするた
めに例示として付したものであり，キーワードに掲げていない内容を当該分科・
細目から排除するものではない。
なお，分科・細目名から内容等が明らかな分科・細目については，特にキー

ワードを付していない。

分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード 分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード

情報学 情報学基礎 1001 計算理論、言語理論、プログラム理
論、計算量理論、アルゴリズム理
論、暗号系、情報数理、数理論理
学、離散構造

情報学 統計科学 1010 調査・実験計画、多変量解析、時系
列解析、分類・パタン認識、統計的
推測、計算機集約的統計、統計的予
測・制御、モデル選択、工業統計、
医薬生物統計、行動計量分析、数理
ファイナンス、データマイニング、
空間・環境統計、統計システム、統
計教育

ソフトウエ
ア

1002 アルゴリズム、データ構造、プログ
ラム言語、コンパイラ、オペレー
ティングシステム、ソフトウエア工
学、ソフトウエアエージェント

計算機シス
テム・ネッ
トワーク

1003 〔計算機システム〕 生体生命情
報学

1011 〔生物情報科学〕
計算機アーキテクチャ、ハードウエ
ア設計、設計自動化、並列計算機、
データベースマシン、情報機器

バイオインフォマティクス、ゲノム
情報処理、プロテオーム情報処理、
コンピュータシミュレーション、シ
ステム生物学〔情報ネットワーク〕

総 分散システム、情報ネットワーク、
情報通信システム、セキュアネット
ワーク、ネットワークコンピュー
ティング、ネットワークエージェン
ト、安全性・信頼性

総 〔生命体システム情報学〕
生体情報、ニューロインフォマティ
クス、脳型情報処理、人工生命シス
テム、生命分子計算、ＤＮＡコン
ピュータ

メディア情
報学・デー
タベース

1004 〔データベース・メディア・情報シ
ステム〕

神経科学 神経科学一
般

1101 分子・細胞神経科学、発生・発達・
再生神経科学、神経情報処理、認知
神経科学、神経内分泌学、行動神経
科学、非侵襲的脳活動計測、計算論
的神経科学、神経心理学、言語神経
科学

データベース、コンテンツ、マルチ
メディア情報処理、情報システム、
ＷＷＷ、モバイルシステム、情報検
索、グラフィクス、可視化情報学、
芸術情報

神 経 解 剖
学・神経病
理学

1102 〔神経解剖学〕
〔ユーザインターフェイス〕 神経伝導学、神経回路網、神経組織

学、分子神経生物学、神経微細形態
学、神経組織細胞化学、神経発生・
分化・異常、神経再生・神経可塑
性、神経実験形態学、脳画像解剖学

ヒューマンインターフェイス、ユー
ザモデル、グループウエア、バー
チャルリアリティ、ウエアラブル機
器

合 合

知能情報学 1005 探索・論理・推論アルゴリズム、学
習と発見、知識ベース・知識システ
ム、人工知能アーキテクチャ、知能
情報処理、自然言語処理、知識発見
とデータマイニング

〔神経病理学〕
神経細胞病理学、分子神経病理学、
神経変性疾患、脳発達障害、老化性
痴呆疾患、脳循環障害、脳代謝性疾
患、中毒性疾患、脳腫瘍、脊髄疾
患、筋・末梢神経疾患

知覚情報処
理・知能ロ
ボティクス

1006 〔知覚情報処理〕
パターン認識、画像情報処理、音声
情報処理、コンピュータビジョン、
情報センシング、センサ融合・統
合、センシングデバイス・システム

神経化学・
神経薬理学

1103 分子・細胞・神経生物学、神経系の
発達と老化、神経伝達物質と受容
体、細胞内情報伝達、精神・神経疾
患の病態と治療、神経損傷の再生・
修復、神経機能の可塑性、中枢・末
梢神経薬理学

〔知能ロボティクス〕
知能ロボット、行動環境認識、モー
ションプランニング、感覚行動シス
テム、自律システム、ディジタル
ヒューマンモデル、アニメーショ
ン、実世界情報処理、物理エージェ
ント、インテリジェントルーム

神経・筋肉
生理学

1104 〔神経生理学〕
領 領 ニューロン・シナプス機能、感覚系

神経生理学、運動系神経生理学、自
律神経生理学、高次神経機能

〔筋肉生理学〕
感 性 情 報
学・ソフト
コンピュー
ティング

1007 〔感性情報学〕 骨格筋生理学、心筋生理学、平滑筋
生理学感性原理、感性情報処理、感性素材

計測・評価、感性官能計測・評価、
感性社会学、感性デザイン、感性
データベース

実験動物
学

実験動物学 1201 環境・施設、感染症、凍結保存、安
全性、病態モデル、育種遺伝、発生
工学、動物実験倫理、動物実験技術

〔ソフトコンピューティング〕 人間医工
学

医用生体工
学・生体材
料学

1301 〔医用生体工学〕
ニューラルネットワーク、遺伝アル
ゴリズム、ファジイ理論、カオス、
フラクタル、複雑系、確率的情報処
理

医用・生体画像、生体システム、生
体情報・計測、バイオメカニック
ス、人工臓器工学、生体物性、生体
制御、医用光・熱工学、医用マイク
ロ・ナノマシン、フィジオーム

情報図書館
学・人文社
会情報学

1008 〔情報図書館学〕
域 図書館学、情報図書館学、図書館情

報システム
域 〔生体材料学〕

医用材料、歯用材料、生体機能材
料、細胞・組織工学、生体適合材
料、インテリジェント材料、バイオ
コンジュケイト、再生医工学材料、
薬物伝達システム

〔人文社会情報学〕
文学情報システム、歴史情報システ
ム、情報社会学、社会情報システ
ム、法情報学、法律情報システム、
情報経済学、経営情報システム、教
育情報システム

医用システ
ム

1302 超音波医科学、検査・診断システ
ム、低侵襲治療システム、遠隔治療
システム、臓器保存・治療システ
ム、医療情報システム、コンピュー
タ外科学、医用ロボット

認知科学 1009 認知心理学、比較認知心理学、認知
哲学 心の理論 感情とその計算機、 、
モデル、社会認知科学、脳認知科
学、認知言語学、行為と行動の相互
作用
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スポーツ生理学 スポーツ生化学 環境理念 環境経済 環境マネジメ

分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード 分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード

人間医工
学

リ ハ ビ リ
テーション
科学・福祉
工学

1303 〔リハビリテーション科学〕 科 学 教
育・教育
工学

教育工学 1602 カリキュラム・教授法開発、教材情
報システム、授業学習支援システ
ム、マルチメディアと教育、分散協
調教育システム、遠隔教育、e-ラー
ニング、コンピュータ・リテラ
シー、メディア教育、ヒューマン・
インターフェイス、学校建築・設備

リハビリテーション医学、障害学、
運動療法学、物理療法学、作業療法
学、言語聴覚療法学、医療社会福祉
学、人工感覚器

総

〔福祉工学〕
健康・福祉工学、生活支援技術、介
護支援技術、社会参加、バリアフ
リー

合 科学社会
学・科学
技術史

科 学 社 会
学・科学技
術史

1701 科学社会学、生命倫理、科学技術
史、医学史、土木技術史、産業考古
学、科学基礎論・技術論、サイエン
ススタディーズ

健康・ス
ポーツ科
学

身体教育学 1401 〔身体の仕組みと発達メカニズム〕
教育生理学、身体システム学、生体
情報解析、脳高次機能学、身体発育
発達学、感覚と運動発達学

文化財科
学

文化財科学 1801 年代測定、古環境、材質分析、製作
技法、産地同定、保存科学、遺跡探
査、文化財、動植物遺体・人骨総 〔心身の教育と文化〕 領

感性の教育、身体環境論、運動指導
論、体育科教育、フィットネス、身
体運動文化論、身体性哲学、死生観
の教育、身体心理学、情動の科学、
野外教育、舞踏教育、女子教育、成
年・老年期の体育、武道論、運動適
応生命学

地理学 地理学 1901 土地利用・景観、人間環境システ
ム、地域間関係論、地域計画、数理
計量地理学、地域区分・地誌・地理
教育、地理学史・方法論、地理学一
般、地形、気候、水文、自然地域・
環境システム、地図、地理情報シス
テム、リモートセンシング域

スポーツ科
学

1402 〔スポーツ科学〕 環境学 環境動態解
析

2001 環境変動、物質循環、環境計測、環
境モデル、環境情報、地球温暖化、
地球規模水循環変動、極域環境監
視、化学海洋、生物海洋

スポーツ哲学、スポーツ史、スポー
ツ心理学、スポーツ経営学、スポー
ツ教育学、トレーニング科学、ス
ポーツ工学とバイオメカニクス、
コーチング・トレーニング、スポー
ツ・タレント、障害者スポーツ、ス
ポーツ社会学、スポーツ環境学、ス
ポーツ文化人類学

環境影響評
価・環境政
策

2002 〔環境影響評価〕
陸圏・水圏・大気圏影響評価、生態
系影響評価、影響評価手法、健康影
響評価、次世代環境影響評価、極域
の人間活動

合

〔スポーツ医学〕 複 〔環境政策〕
スポーツ生理学 スポーツ生化学、 、
スポーツ栄養学、エネルギー代謝と
活性酸素、運動とトレーニングの分
子機構、スポーツ障害、ドーピング

環境理念 環境経済 環境マネジメ、 、
ント、環境活動、環境と社会、合意
形成

放射線・化
学物質影響
科学

2003 〔放射線影響科学〕
応用健康科
学

1403 〔健康教育〕 放射線生物影響、放射線作用機構、
環境放射線、電離放射線障害、放射
線疫学、次世代放射線影響、防護

健康教育、ヘルスプロモーション、
安全推進・安全教育、保健科教育、
ストレスマネジメント、喫煙・薬物
乱用防止教育

合 〔化学物質影響科学〕
トキシコロジー、人体有害物質、微
量化学物質汚染評価、内分泌かく乱
物質

〔健康推進活動〕
保健健康管理、保健健康情報、生活
習慣病、栄養指導、運動処方と運動
療法、心身の健康、加齢・老化、レ
ジャー・レクリエーション

環境技術・
環境材料

2004 〔環境技術〕
領 環境保全技術、環境修復技術、省資

源技術、省エネルギー技術、リサイ
クル技術、環境負荷低減技術生活科学 生活科学一

般
1501 〔家政一般、衣・住生活、家政教

育〕 新 〔環境材料〕
生活情報化、衣生活、衣環境、住生
活、住環境、生活財、生活造形、家
政・家庭科教育、生活素材、生活文
化

循環再生材料設計、循環再生加工、
循環材料生産システム、人間生活環
境、グリーンケミストリー

ナノ・マ
イクロ科
学

ナノ構造科
学

2101 〔化学系〕

〔生活経営、家族・家族関係〕 ナノ構造化学、クラスター・微粒
子、ナノ反応場、単分子操作家庭経済と家庭経営、消費購買活

動、家族関係、ライフスタイル、高
齢者生活、介護、保育と福祉

〔物理系〕
領 ナノ構造物性、メゾスコピック物

理、ナノプローブ、量子情報、ナノ
トライボロジー

食生活学 1502 〔食品と調理〕
調理と加工、食品と貯蔵、食嗜好と
評価、食素材、調理と機能性成分、
フードサービス、食文化、テクス
チャー、食品と咀嚼性

ナノ材料・
ナノバイオ
サイエンス

2102 〔ナノ材料〕
域 ナノ材料創製、ナノ材料解析、ナノ

材料評価、ナノ表面界面、ナノ多機
能材料、ナノ計測、ナノ構造形成・
制御

〔食生活と健康〕
健康と食生活、食と栄養、食教育、
食習慣、食行動、食情報、特殊栄養
食品、食と環境、食事計画、家族と
食生活、食生活の評価、フードマ
ネージメント

域 〔ナノバイオサイエンス〕
ＤＮＡデバイス、ナノカプセル、分
子マニピュレーション、タンパク質
チップ、１分子生理・生化学、１分
子生体情報学、１分子科学一般、１
分子ナノ計測

科 学 教
育・教育
工学

科学教育 1601 自然科学教育（数学、理科、物理・
化学・生物・地学、情報）、実験・
観察、科学教育カリキュラム、環境
教育、産業教育、技術教育、工学教
育、科学高等教育、科学技術教育
史、科学的社会認識、科学と社会、
科学技術政策科学技術政策
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測 分析 対策 ライフライン防

分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード 分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード

ナノ・マ
イクロ科
学

マイクロ・
ナノデバイ
ス

2103 〔マイクロデバイス・マイクロマシ
ン〕

地域研究 地域研究 2601 ヨーロッパ、南北アメリカ、東アジ
ア、東南アジア、南アジア、中央ア
ジア、西アジア、アフリカ（含アフ
リカ史）、オセアニア（含オセアニ
ア史）、世界、地域間比較研究、地
域協力、空間経済学

複
ＭＥＭＳ、マイクロファブリケー
ション、マイクロ光デバイス、マイ
クロ化学システム、マイクロメカニ
クス

合

新
〔ナノデバイス〕 ジ ェ ン

ダー
ジェンダー 2701 ジェンダー、性別役割、性差、女性

学・男性学、思想、比較文化、身体
性、表現、社会政策、法・政治、経
済・労働、科学・技術、人間開発、
人間発達、医療・生命科学

ナノデバイス造形、ナノ制御、分子
デバイス、単量子デバイス、ナノマ
シン

領

域
社会・安
全システ
ム科学

社会システ
ム工学・安
全システム

2201 〔社会システム工学〕
社会工学、社会システム、政策科
学、開発計画、経営工学、経営シス
テム、ＯＲ、品質管理、インダスト
リアルエンジニアリング、モデリン
グ、ロジスティックス、マーケティ
ング、ファイナンス

哲学 哲学・倫理
学

2801 哲学原論・各論、倫理学原論・各
論、西洋哲学、西洋倫理学、日本哲
学、日本倫理学、比較哲学

複

中国哲学 2802 中国哲学、中国仏教、道教
印度哲学・
仏教学

2803 印度哲学、仏教学全般

〔安全システム〕 宗教学 2804 宗教学、宗教史、宗教社会学、宗教
人類学、宗教民俗学、宗教心理学、
宗教哲学、比較宗教学、宗教現象
学、宗教と医療

安全システム、安全工学、危機管
理、都市・社会防災、火災・事故、
安全情報・環境整備、社会の防災力
（避難、パニック、情報伝達、ハ
ザードマップ）

思想史 2805 社会思想史、日本思想史、比較思想
史

合 自然災害科
学

2202 〔地震・火山防災〕 美学・美術
史

2806 美学、美術史、芸術諸学
地震動、液状化、活断層、津波、火
山噴火、火山噴出物・土石流、地震
災害、火山災害、被害予想・分析・
対策、建造物防災

人 文学 日本文学 2901 日本文学、古代文学、中世文学、近
世文学、近代文学、漢文学

ヨーロッパ
語系文学

2902 英米文学、仏文学、独文学、ロシア
東欧文学、南欧文学、ラテンアメリ
カ文学、その他ヨーロッパ語系各国
文学、ヨーロッパ語系文献学、西洋
古典学古典学

〔自然災害〕
気象災害、水災害、地盤災害、土砂
流、渇水、雪氷災害、自然災害予
測・分析・対策 ライフライン防、
災、地域防災計画・政策、復旧・復
興工学、災害リスク評価

各国文学・
文学論

2903 中国文学、アフリカ文学、東南アジ
ア文学、その他の各国文学、文献
学、文学論、比較文学ゲノム科

学
基礎ゲノム
科学

2301 〔基礎ゲノム生物学〕
新 動物ゲノム、植物ゲノム、微生物ゲ

ノム、オルガネラゲノム、ゲノム多
様性、ゲノム構造、ゲノム発現、ゲ
ノム進化・再編、ゲノム機能、シス
テムゲノム、ゲノムネットワーク、
ゲノム調節

言語学 言語学 3001 音声学、音韻論、文字論、統語論、
形態論、辞書論、意味論、語用論、
談話研究、社会言語学、心理言語
学、言語の生物的基盤、歴史言語
学、仏語学、独語学、中国語学、そ
の他の語学

文
〔基礎ゲノム情報科学〕 日本語学 3002 国語学、音声、音韻、文字、文法、

語彙、意味、文章、文体、方言、言
語生活、日本語史

バイオインフォマティクス
応用ゲノム
科学

2302 〔応用ゲノム生物学〕
産業動物ゲノム、産業植物ゲノム、
産業微生物ゲノム、ゲノム資源、機
能ゲノミクス、ゲノム工学、染色体
工学、オルガネラ工学、構造ゲノミ
クス、プロテオーム、プロファイリ
ング、翻訳後修飾、プロテオーム構
造機能解析

英語学 3003 英語学、音声、音韻、文字、文法、
語彙、語形成、意味、文体、英語
史、英語の多様性、英語学史

領 日本語教育 3004 日本語教育制度、教師論、教授法、
学習理論、教材・教具論、母語教
育、第二言語教育、対照言語研究、
コミュニケーション教育、異文化コ
ミュニケーション、日本事情、日本
語教育史

〔応用ゲノム情報科学〕
ゲノムデータベース、バイオイン
フォマティクス、機能予測、分子設
計、ゲノム創薬

外国語教育 3005 外国語教育制度、教育論、教育内
容、教授法・学習理論、第二言語習
得理論、教材・教具論、外国語教育
史、異文化コミュニケーション、英
語教育

生物分子
科学

生物分子科
学

2401 天然物有機化学、二次代謝産物、生
物活性物質、生体高分子、化学修
飾、生体機能関連物質、活性発現の
分子機構、構造活性相関、生合成、
生物活性分子の設計・合成、コンビ
ナトリアル化学、機器分析、化学生
態学、プロテオミクス

学

史学 史学一般 3101 世界史、文化交流史、比較歴史学、
比較文明論、史料学域

日本史 3102 古代史、中世史、近世史、近・現代
史

資源保全
学

資源保全学 2501 〔生物保全学〕 東洋史 3103 朝鮮史、中国史、東南アジア史、南
アジア史、西アジア史、内陸アジア
史

保全生物、生物多様性保全、系統生
物保全、生物遺伝子資源保全、細胞
保全、生体組織保全、微生物保全、
種子保全、配偶子保全

西洋史 3104 西欧史、東欧史、南欧史、北欧史、
南北アメリカ史

〔物質保全学〕 考古学 3105 考古学、先史学
特殊化学物質保全、特殊薬品保全、
環境標準物質保全、純粋金属保全
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教育方法、教育評価、教育行政、学

分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード 分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード

人文地理
学

人文地理学 3201 環境適応、空間行動、立地、分布パ
ターン、土地利用、産業配置、集
落、生活様式、景観、地域性、地域
区分、地域構造・地域システム、地
域政策、地誌、絵図・地図、地理情
報システム

社会学 社会福祉学 3802 社会福祉論、社会福祉史、高齢者福
祉、障害者福祉、児童福祉、貧困問
題、社会福祉援助技術、ソーシャル
ワーク、福祉ボランティア、福祉Ｎ
ＰＯ、社会福祉教育・実習、地域福
祉、介護福祉、国際社会福祉、女性
福祉

人

文
文化人類
学

文 化 人 類
学・民俗学

3301 文化人類学、民俗学、民族学、社会
人類学、比較民俗学、物質文化研
究、先史・歴史研究、芸能・芸術研
究、宗教儀礼研究、開発研究、ジェ
ンダー研究、医療研究、人口・移住
研究、少数者研究、生活・生態研究

心理学 社会心理学 3901 自己過程、社会的認知・感情、態
度・信念、社会的相互作用・対人関
係、対人コミュニケーション、集
団・リーダーシップ、集合現象、産
業・組織、文化、社会問題、環境問
題、メディア・電子ネットワーク、
人事、作業、消費者問題

学 社

法学 基礎法学 3401 法哲学・法理学、ローマ法、法制
史、法社会学、比較法、外国法、法
政策学、法と経済 教育心理学 3902 生涯発達、母子関係、発達障害、

パーソナリティ、学習過程、教授
法、学級集団・経営、教育評価、教
育相談、カウンセリング、学生相談

公法学 3402 憲法、行政法、租税法、国法学、立
法学、憲法訴訟、比較憲法、憲法
史、行政組織法、行政手続法、行政
救済法、国際税法、裁判法 臨床心理学 3903 心理的障害、犯罪・非行、心理アセ

スメント、心理療法、心理学的介
入、心理検査、セルフコントロー
ル、心理面接過程、事例研究、セル
フヘルプグループ、セラピスト論、
地域援助、健康開発、心理リハビリ
テーション、健康心理学

国際法学 3403 国際公法、国際私法、国際人権法、
国際機構法、国際経済法

社 社会法学 3404 労働法、経済法、社会保障法、教育
法

会

刑事法学 3405 刑法、刑事訴訟法、犯罪学、刑事政
策、少年法

民事法学 3406 民法、商法、民事訴訟法、法人、企
業組織法、金融法、証券法、保険
法、国際取引法、倒産法、紛争処理
法制、民事執行法

実験心理学 3904 生理、感覚・知覚、注意・意識、学
習・行動分析、記憶、思考、言語、
動機づけ、情動、行動、データ解析
法

新領域法学 3407 環境法、医事法、情報法、知的財産
法、ＥＵ法、法とジェンダー、法学
教育・法曹論教育 法曹論

教育学 教育学 4001 教育理論、教育思想、教育史、カリ
キュラム論、学習指導論、学力論、
教育方法、教育評価、教育行政、学
校経営、学校教育、就学前教育、生
涯教育、社会教育、家庭教育

政治学 政治学 3501 政治理論、政治思想史、政治史、日
本政治分析、政治過程論、選挙研
究、行政学、比較政治

会 科
教育社会学 4002 教育社会学、教育経済学、教育人類

学、教育政策、比較教育、人材開
発・開発教育、学校組織・学校文
化、教師・生徒文化、青少年問題・
少年非行、教育問題、学力問題、多
文化教育、ジェンダーと教育、教育
調査法

国際関係論 3502 国際理論、外交史・国際関係史、対
外政策論、安全保障論、国際政治経
済、国際レジューム論、国際統合
論、国際協力論、国際交流論、トラ
ンスナショナル・イシュ、グローバ
ル・イシュ

経済学 理論経済学 3601 ミクロ経済学、マクロ経済学、経済
理論、経済制度

教科教育学 4003 カリキュラム構成・開発、教材開
発、各教科の教育（国語、算数・数
学、理科、社会、地理・歴史、公
民、生活、音楽、図画工作・美術工
芸、家庭、技術）、教科外教育（総
合的学習、道徳、特別活動）、専門
教科の教育（工業・商業・農業・水
産・看護）、生活指導・生徒指導、
進路指導

経済学説・
経済思想

3602 経済学説、経済学史、経済思想、経
済思想史、社会思想、社会思想史

科 経済統計学 3603 統計制度、統計調査、統計史、統計
学説史、人口統計、所得・資産分
布、国民経済計算、計量経済学

学

応用経済学 3604 国際経済学、労働経済学、産業論、
産業組織論、都市経済学、環境経済
学、医療経済学、地域経済学 特別支援教

育
4004 特殊教育、障害者教育、学習困難、

学習障害、情緒障害、行動障害、乳
幼児虐待、養育放棄、子育て支援、
学童保育、学校不適応、教育相談・
カウンセリング

経済政策 3605 経済政策、経済事情、日本経済、社
会保障、経済体制、経済発展、政策
シミュレーション

財政学・金
融論

3606 財政学、公共経済学、金融論、ファ
イナンス 数学 代数学 4101 数論、代数幾何、群論、環論、代数

一般経済史 3607 経済史、経営史

学 経営学 経営学 3701 企業経営、経営管理、事業組織、経
営財務、経営情報

幾何学 4102 微分幾何、複素多様体、位相幾何、
複素解析幾何、微分トポロジー数

商学 3702 マーケティング、消費者行動、流
通、商業、保険

数学一般
(含確率
論・統計数
学）

4103 数学基礎論、確率論、統計数学、応
用数学、組合せ論、情報数理、離散
数学、数値数学、数理モデル会計学 3703 財務会計、管理会計、会計監査、簿

記、国際会計
物

社会学 社会学 3801 社会学理論・学説史、社会学研究
法・社会調査法・数理社会学、社会
構造・変動論、社会集団・組織論、
階級・階層・社会移動、家族、地域
社会・村落・都市、産業・労働、文
化・社会意識、社会的コミュニケー
ション・社会情報、性・世代、社会
問題・社会運動、差別問題、環境社
会学、国際社会・エスニシティ

基礎解析学 4104 複素解析、実解析、関数方程式、関
数解析、確率解析、代数解析系

大域解析学 4105 関数方程式の大域理論、変分法、非
線形現象、多様体上の解析、力学
系、作用素環、可積分系科

天文学 天文学 4201 光学赤外線天文学、電波天文学、太
陽物理学、位置天文学、理論天文
学、Ｘ線γ線天文学学
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子 量子エ ス 量子情報 放射線 プラズマ

分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード 分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード

物理学 素粒子・原
子核・宇宙
線・宇宙物
理（理論）

4301 素粒子物理、核物理、宇宙線、加速
器、粒子測定技術、宇宙物理、相対
論・重力波

基礎化学 有機化学 4602 構造有機化学、反応有機化学、合成
有機化学、有機元素化学、有機光化
学、物理有機化学、理論有機化学

無機化学 4603 金属錯体化学、有機金属化学、無機
固体化学、溶液化学、核・放射化
学、クラスター、低次元化合物、層
間化合物、元素集積体、超分子

素粒子・原
子核・宇宙
線・宇宙物
理)(実験）

4302

複合化学 分析化学 4701 試料処理、化学分析、生物学的分
析、核利用分析、分離分析、化学セ
ンサー、チップ分析、クロマトグラ
フィー、機器分析、表面分析、組織
解析、状態分析、環境分析、生体分
析、分析値評価

物性Ⅰ（光
物性・半導
体 ・ 誘 電
体)(理論)

4303 半導体、メゾスコピック系・局在、
光物性、表面・界面、結晶成長、誘
電体、格子欠陥、Ｘ線・粒子線、
フォノン物性

数 物性Ⅰ（光
物性・半導
体 ・ 誘 電
体)(実験)

4304
合成化学 4702 選択的合成・反応・有機金属触媒、

ファインケミカルズ、不斉合成、触
媒設計・反応、環境調和型反応、反
応場、自動合成、生物的合成手法、
コンビナトリアル手法

化
物性Ⅱ(磁
性・金属・
低 温 )( 理
論)

4305 磁性、磁気共鳴、強相関係、高温超
伝導、金属、超低温・超伝導、量子
液体・固体、分子性固体・有機導体 高分子化学 4703 高分子合成、重合、高分子反応・分

解、不斉重合、重合触媒、高分子構
造、高分子物性、機能性高分子化
学、生体関連高分子、高分子薄膜・
表面、高分子錯体、環境関連高分子

物性Ⅱ(磁
性・金属・
低 温 )( 実
験)

4306

物 機能物質化
学

4704 光物性、電気・磁気的性質、分子素
子、センサー、分子認識、超分子、
液晶・結晶、膜・集合体、表面・界
面、電気分解、機能触媒

数理物理・
物 性 基 礎
（理論）

4307 統計物理学、物性基礎論、数理物
理、可積分系、非平衡・非線形物理
学、応用数学、力学、流体物理、不
規則系、計算物理学数理物理・

物 性 基 礎
（実験）

4308 環境関連化
学

4705 グリーンケミストリー、リサイクル
化学、低環境負荷物質、生分解性物
質、高原子効率反応、高機能触媒、
微量環境物質評価、反応媒体、安全
化学、ミクロ化学手法

原 子 ・ 分
子・量子エ
レクトロニ
クス・プラ
ズマ

4309 原子・分子、量子エレクトロニク
ス 量子情報 放射線 プラズマ、 、 、 、
ビーム物理、放電 生体関連化

学
4706 核酸・蛋白質・糖化学、酵素化学、

受容体化学、生体認識・機能化学、
生体系類似化学、ポストゲノム創
薬、生体機能材料、生物有機化学、
生物無機化学、生体関連高分子化
学、天然物有機化学、バイオテクノ
ロジー

系 生物物理・
化学物理

4310 高分子・液晶、化学物理、生物物
理、ソフトマターの物理

地球惑星
科学

固体地球惑
星物理学

4401 地震現象、火山現象、地殻変動・海
底変動、地磁気、重力、観測手法、
テクトニクス、内部構造、内部変
動・物性、月・衛星・小惑星、惑星
形成・進化、地震災害・予測

材料化学 機能材料・
デバイス

4801 液晶材料・素子、有機ＥＬ素子、有
機半導体デバイス、光学材料・素
子、有機電子材料、素子、導電機能
素子、電気・磁気デバイス、電池、
コンデンサー

学
気象・海洋
物理・陸水
学

4402 気象、海洋物理、陸域水循環・物質
循環、水収支、地球環境システム、
地球流体力学、気候、惑星大気 有機工業材

料
4802 界面活性剤、染料・顔料、色材、選

択的反応、新規官能基、レジスト超高層物理
学

4403 太陽地球システム、惑星間空間、地
球惑星磁気圏、地球惑星電離圏、地
球惑星上層大気、宇宙プラズマ、地
磁気変動、プラズマ波動

無機工業材
料

4803 結晶・多結晶材料、ガラス、セメン
ト、微粉体、層状・層間化合物、イ
オン交換体、無機合成、光触媒、電
気化学、多孔体、焼結体、ハイブ
リッド材料

科

地質学 4404 地層、地殻、環境地質、テクトニク
ス、地質時代、地球史応用地質、惑
星地質学、第四紀学 高分子・繊

維材料
4804 高分子材料物性、高分子材料合成、

繊維材料、ゴム材料、ゲル、高分子
機能材料、天然・生体高分子材料、
ブレンド・複合材料、高分子・繊維
加工、高分子計算・設計

層位・古生
物学

4405 層序、古環境、化石、系統・進化・
多様性、古生態、古生物地理、機
能・形態、古海洋

岩 石 ・ 鉱
物・鉱床学

4406 地球惑星物質、地球惑星進化、地
殻・マントル・核、マグマ、天然・
人工結晶、元素分別濃集過程、鉱物
資源、メタロジェニー

応用物理
学・工学
基礎

応用物性・
結晶工学

4901 金属、半導体、磁性体、超伝導体、
非晶質、結晶成長、エピタキシャル
成長、結晶評価、微粒子、有機分
子、液晶、バイオエレクトロニク
ス、新機能材料、ヘテロ構造、光物
性、誘電体、セラミックス

学 地球宇宙化
学

4407 元素分布、同位体、物質循環、地
殻・マントル化学、隕石化学、大気
圏・水圏・生物圏化学

工

プラズマ
科学

プラズマ科
学

4501 プラズマ基礎、プラズマ応用、プラ
ズマ計測、プラズマ物理、放電、反
応性プラズマ、宇宙・天体プラズ
マ、核燃焼プラズマ、プラズマ化学

薄膜・表面
界面物性

4902 薄膜、表面、界面、プラズマプロセ
ス、真空、ビーム応用、走査プロー
ブ顕微鏡、電子顕微鏡

応用光学・
量子光工学

4903 光、光学素子・装置・材料、画像・
光情報処理、視覚工学、レーザ、光
エレクトロニクス、微小光学、光計
測、光記録、光プロセシング、光制
御

基礎化学 物理化学 4601 分子構造、結晶構造、電子状態、分
子動力学、化学反応、溶液、分子分
光、励起分子素過程、電気化学、放
射線化学、電子・エネルギー移動、
表面・界面

学
化

学
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分　　科 細　　目
分科・細
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キーワード 分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード

応用物理
学・工学
基礎

応用物理学
一般

4904 力、熱、音、振動、電磁気、物理計
測・制御、標準、トライボロジー、
センサー、マイクロマシン、エネル
ギー変換、プラズマ、放射線、加速
器、原子炉

土木工学 土木材料・
施工・建設
マネジメン
ト

5201 木材、鋼材、コンクリート、瀝青材
料、複合材料、施工管理、プロジェ
クトマネジメント、社会基盤マネジ
メント、建設経営、建設ＣＡＬＳ、
公共調達

工学基礎 4905 数理工学（数理的解析・計画・設
計）、物理数学、計算力学、シミュ
レーション工学

構造工学・
地震工学・
維持管理工
学

5202 設計論、鋼構造、コンクリート構
造、複合構造、荷重、振動、風工
学、計測、応用力学、地震動、耐震
構造、地震防災、維持管理工学機械工学 機械材料・

材料力学
5001 材料設計・プロセス・物性・評価、

連続体力学、構造力学、損傷力学、
破壊、疲労、環境強度、信頼性設
計、生体力学

地盤工学 5203 土質力学、岩盤力学、動土質、基
礎、土構造物、トンネル、斜面、施
行、地盤環境

生産工学・
加工学

5002 生産モデリング、生産システム、生
産管理、工程設計、工作機械、成形
加工、切削・研削加工、特殊加工、
超精密加工、ナノ・マイクロ加工、
精密位置決め・加工計測

水工水理学 5204 水理学、流体力学、水文学、河川、
海岸、海洋

交通工学・
国土計画

5205 土木計画学、地域都市計画、資源・
環境・防災計画、交通現象分析、交
通計画、交通工学、道路工学、鉄道
工学、測量、リモートセンシング、
土木史、景観、土木デザイン

設計工学・
機械機能要
素・トライ
ボロジー

5003 設計工学、形状モデリング、ＣＡ
Ｄ、創造工学、機械学、機能要素、
故障診断、安全・安心設計、ライフ
サイクル設計、トライボロジー

工 工
土木環境シ
ステム

5206 水資源、エネルギー施設、都市環境
システム、上下水道、廃棄物管理、
水質流体工学 5004 数値流体力学、圧縮・非圧縮流、乱

流、混相流、反応流、非ニュートン
流、分子流体力学、バイオ流体力
学、環境流体力学、音響、流体機
械、油空圧機器

建築学 建築構造・
材料

5301 荷重論、構造解析、構造設計、コン
クリート構造、綱構造、基礎構造、
構造材料、建築工法、保全技術、地
震防災、構造制御

熱工学 5005 熱力学、熱物性、熱・物質移動、燃
焼、温熱制御、熱機関、冷凍・空
調、エネルギー利用

建築環境・
設備

5302 音・振動環境、光環境、熱環境、空
気環境、環境設備計画、空調、給排
水、火災工学、都市環境、環境設計

機械力学・
制御

5006 運動力学、動的設計、振動学、振動
解析・試験、制御機器、運動制御、
振動制御 機械計測 耐震・免震設、 、
計、交通機械制御、音響情報・制
御、音響エネルギー

都市計画・
建築計画

5303 計画論、設計論、住宅論、都市・地
域計画、行政・制度、建築経済、防
災計画 生産管理 景観計画災計画、生産管理、景観計画

建築史・意
匠（人文社
会科学）

5304 建築史、都市史、環境形成史、建築
論、意匠、様式、景観

知 能 機 械
学・機械シ
ステム

5007 ロボティクス・メカトロニクス、マ
イクロメカトロニクス、バイオメカ
ニクス、ソフトメカニクス、精密・
情報機器、精密機械システム、人間
機械システム、情報システム

建築史・意
匠（自然科
学）

5305

材料工学 金属物性 5401 電子・磁気物性、半導体物性、熱物
性、光物性、力学物性、超伝導、薄
膜物性、ナノ物性、計算材料物性、
表面・界面・粒界物性、微粒子・ク
ラスター、準結晶、照射損傷、原
子・電子構造、格子欠陥、拡散・相
変態・状態図

電気電子
工学

電力工学・
電気機器工
学

5101 電気エネルギー工学（発生・変換・
貯蔵・省エネルギーなど）、電力系
統工学、電気機器、パワーエレクト
ロニクス、電気有効利用、電気・電
磁環境、照明

電子・電気
材料工学

5102 電気・電子材料（半導体、誘電体、
磁性体、超誘電体、有機物、絶縁
体、超伝導体など）、薄膜・量子構
造、厚膜、作成・評価技術

無機材料・
物性

5402 結晶構造・組織制御、力学・電子・
電磁・光・熱物性、表面・界面物
性、高温特性、粒界特性、機能性セ
ラミックス、機能性ガラス、構造用
セラミックス、カーボン材料、誘電
体

電子デバイ
ス・電子機
器

5103 電子デバイス・集積回路、回路設
計・ＣＡＤ、光デバイス・集積化、
マイクロ波・ミリ波、波動利用工
学、バイオデバイス、記憶・記録、
表示、センシング、微細プロセス技
術、インターコネクト・パッケージ
のシステム化・応用

学 学
複合材料・
物性

5403 有機・無機繊維、マトリックス材、
複合効果、分散強化、長繊維強化、
ＦＲＭ、ＦＲＰ、ＦＲＣ、傾斜機
能、複合粒子、複合延性、複合破
壊、複合変形応力、界面破壊、反応
焼結

通信・ネッ
トワーク工
学

5104 電子回路網、非線形理論・回路、情
報理論、信号処理、通信方式（無
線、有線、衛星、光、移動）、変復
調、符号化、プロトコル、アンテ
ナ、中継・交換、ネットワーク・Ｌ
ＡＮ、マルチメディア、暗号・セ
キュリティ

構造・機能
材料

5404 強度・靱性・破壊・疲労・クリー
プ・応用腐食割れ・超塑性・磨耗、
ナノ構造、磁性材料、電子・情報材
料、水素吸蔵材料、燃料電池材料、
熱・エネルギー材料、センサー材
料、極低温材料、耐震・耐環境材
料、生体・福祉材料、高温材料、ア
モルファス材料、インテリジェント
材料、新機能材料

システム工
学

5105 システム情報（知識）処理、社会シ
ステム工学、経営システム工学、環
境システム工学、生産システム工
学、バイオシステム工学

計測工学 5106 計測理論、センシングデバイス、計
測機器、計測システム、信号処理、
センシング情報処理

制御工学 5107 制御理論、システム理論、知識型制
御、制御機器、制御システム、複雑
系
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培

分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード 分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード

材料工学 材料加工・
処理

5405 表面・界面制御、腐食防食、塑性加
工、粉末冶金、熱処理、接合、結晶
制御、ナノプロセス、微細加工、プ
ラズマ処理・レーザー加工、溶射・
コーティング、メッキ、非破壊検
査、薄膜プロセス、非平衡プロセ
ス、メカニカルアロイング、精密造
形プロセス、電極触媒、補修・延命
処理

総合工学 エネルギー
学

5607 エネルギー生成・変換、エネルギー
輸送・貯蔵、エネルギー節約・効率
利用、エネルギーシステム、環境調
和

工

学

基礎生物
学

遺伝・ゲノ
ム動態

5701 分子遺伝、細胞遺伝、集団遺伝、進
化遺伝、人類遺伝、遺伝子多様性、
ゲノム構築・機能・再編・発現・維
持、発生遺伝、行動遺伝

生態・環境 5702 個体群、生物社会、種間関係、群
集、生態系、進化生態、行動生態、
自然環境、生理生態、分子生態

金属生産工
学

5406 反応・分離、素材精製、融体・凝
固、鋳造、結晶育成、組織制御、高
純度化、各種製造プロセス、省エネ
プロセス、極限環境場プロセス、エ
コマテリアル化、資源分離、廃棄物
処理、材料循環プロセス、リサイク
ル、安全材料工学

植物生理・
分子

5703 色素体機能（光合成など）、成長生
理、オルガネラ、環境応答、全能
性、代謝性、植物分子

形態・構造 5704 動物形態、植物形態、微生物形態、
形態形成、組織形態、実験形態、微
細構造、顕微鏡技術プロセス

工学
化工物性・
移動操作・
単位操作

5501 平衡・輸送物性、流動・伝熱・物質
移動操作、蒸留、抽出、吸収、吸
着、イオン交換、膜分離、異相分
離、超高度分離、攪拌・混合操作、
粉粒体操作、晶析操作、薄膜・微粒
子形成操作、高分子成形加工操作

動物生理・
行動

5705 代謝生理、行動生理、動物生理・化
学工 生

生 物 多 様
性・分類

5706 分類群、分類体系、進化、多様性、
分類形質、系統、種分化、自然史

生物科学 構造生物化
学

5801 糖質と脂質、タンパク質と酵素、核
酸、遺伝子及び染色体、生体膜及び
受容体、細胞間マトリックス、細胞
小器官、生体物質の機器分析、翻訳
後修飾、分子認識、変性、フォール
ディング、生体分子立体構造解析お
よび予測、ＮＭＲ、質量分析、高分
解能電子顕微鏡解析、中性子解析、
構造生物学、Ｘ線結晶解析

反応工学・
プロセスシ
ステム

5502 気・液・固・超臨界流体反応操作、
新規反応場、反応速度、反応機構、
反応装置、材料合成プロセス、重合
プロセス、計測、センサー、プロセ
ス制御、プロセスシステム設計、プ
ロセス情報処理、プロセス運転・設
備管理

触媒・資源
化学プロセ
ス

5503 触媒反応、触媒調製化学、触媒機能
解析、エネルギー変換プロセス、化
石燃料有効利用技術 資源・エネル、
ギー有効利用技術、省資源・省エネ
ルギー技術、燃焼技術

機能生物化
学

5802 酵素の作用機作と調節、酵素異常、
遺伝子の情報発現と複製 生体エネ、
ルギー変換、生体微量元素、ホルモ
ンと生理活性物質、細胞情報伝達機
構、免疫生化学、糖鎖生物学、膜輸
送と輸送タンパク質

生物機能・
バイオプロ
セス

5504 生体触媒工学、生物機能工学、食品
工学、医用化学工学、バイオ生産プ
ロセス、バイオリアクター、バイオ
センサー、バイオセパレーション

物

生物物理学 5803 タンパク質・核酸の構造・動態・機
能、運動・輸送、生体膜・受容体・
チャンネル、光生物、細胞情報・動
態、脳・神経系の情報処理、理論生
物学・バイオインフォマティクス、
構造生物学、フォールディング、構
造・機能予測、１分子計測・操作、
バイオイメージング、非平衡・複雑
系

総合工学 航空宇宙工
学

5601 航空宇宙流体・構造・航法・制御・
推進、航空宇宙システム・設計、宇
宙利用

船舶海洋工
学

5602 船舶性能・構造・建造・艤裝・計
画・設計、船用機関・燃料、船舶生
産システム、海上輸送システム、海
洋流体工学、構造力学、海洋環境、
海洋資源、海洋探査・機器、海中・
海底工学、極地工学

分子生物学 5804 生体高分子構造・機能、遺伝情報複
製・転写装置・再編・制御、染色体
構築・機能・分配、細胞集合、核分
裂周期

地球・資源
システム工
学

5603 応用地質、地殻工学、リモートセン
シング、地球計測、地球システム、
資源探査、資源開発、資源評価、資
源処理、廃棄物地下保存・処分、地
層汚染修復、深地層開発、素材資
源、自然エネルギー、資源経済

細胞生物学 5805 細胞構造・機能、生体膜、細胞骨
格・運動、細胞内・細胞間情報伝
達、細胞周期、細胞分化、細胞質分
裂、核構造

学 学

リサイクル
工学

5604 廃棄物発生抑制、再使用、再生利
用、再資源化、有価物回収、固固分
離、素材クリーニング、適性処分の
技術とシステム、製品ＬＣＡ、環境
配慮設計、グリーンプロダクショ
ン、ゼロエミッション

発生生物学 5806 細胞分化、形態形成、細胞認識、受
精、生殖細胞、遺伝子発現調節、発
生遺伝、発生進化

進化生物学 5807 生命起源、真核生物起源、オルガネ
ラ起源、多細胞起源、分子進化、形
態進化、機能進化、遺伝子進化、進
化生物学一般、比較ゲノム、実験進
化学

核融合学 5605 磁場核融合、慣性核融合、プラズマ
閉込め・安定性、低放射化材料、燃
料・ブランケット、電磁・マグネッ
ト、核融合システム工学、安全・生
物影響

人類学 人類学 5901 形態人類学、先史人類学、生体機構
学、分子人類学、生態人類学、霊長
類学、進化人類学、歯牙人類学、加
齢人類学、ホミニゼーション、応用
人類学

原子力学 5606 放射線理工学、加速器・ビーム工
学、同位体理工学、炉物理・核デー
タ、燃料・材料・化学、熱流動・構
造、原子力計測、安全・リスク・信
頼性・燃料サイクル、バックエン
ド、新型原子炉、保健物理・環境安
全、原子力社会環境

生理人類学 5902 生理的多型性、環境適応能、全身的
協関、機能的潜在性、テクノ・アダ
プタビリティー

農学 育種学 6001 植物育種・遺伝、育種理論、遺伝資
源、植物分子育種農

学 作物学・雑
草学草学

6002 食用作物、工芸作物、飼料作物、栽
培 雑草 野生植物資源、雑草、野生植物資源
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山 砂防 崩壊 地す り 土石

分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード 分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード

農学 園芸学・造
園学

6003 果樹、野菜、花卉、園芸利用、施設
利用、造園、景観

畜産学・
獣医学

畜産学・草
地学

6601 草地生態、草地利用、草地管理・保
全、畜産物利用、畜産バイオマス、
家畜福祉、野生動物保全、家畜生産
システム、飼料、飼養、家畜管理

植物病理学 6004 病態、感染生理、宿主認識、毒素、
遺伝子、病害防除、病害抵抗性

応用昆虫学 6005 応用昆虫、応用動物、昆虫利用、昆
虫病理、養蚕・蚕糸

応用動物科
学

6602 育種、繁殖、生産機能制御、発生工
学、クローン家畜、生物製剤、生体
利用

農

農芸化学 植 物 栄 養
学・土壌学

6101 植物成長・生理、栄養代謝、代謝調
節、土壌分類、土壌物理、土壌化
学、土壌生物、土壌環境

基 礎 獣 医
学・基礎畜
産学

6603 遺伝、発生、生理、形態、行動、生
態、薬理、生体情報、寄生体生物

応用微生物
学

6102 微生物学、発酵生産、微生物分類、
微生物遺伝・育種、微生物代謝、微
生物機能、微生物利用学、環境微生
物、抗生物質生産、微生物生態学、
微生物制御学

応用獣医学 6604 家畜衛生、獣医公衆衛生、毒性学、
疾病予防・制御、野生動物、動物福
祉、人畜共通感染症

臨床獣医学 6605 内科、外科、臨床繁殖・産科、診
断、検査、治療、予後、病理・病態

応用生物化
学

6103 動物生化学、植物生化学、酵素利用
学、細胞培養、組織培養、遺伝子工
学、生物工学、代謝工学、物質生
産、細胞応答、情報伝達、微量元素

境界農学 環境農学 6701 環境分析、環境汚染、環境修復、環
境浄化、水域汚染、資源環境システ
ム、バイオマス、遺伝子資源、生物
環境、資源環境バランス、地域農学農

生物生産化
学・生物有
機化学

6104 生物活性物質、細胞機能調節物質、
農薬科学、植物成長調節物質、情報
分子、生合成、天然物化学、生物無
機化学、物理化学、分析化学、有機
化学

学 応用分子細
胞生物学

6702 遺伝子・染色体工学、タンパク質・
糖鎖工学、代謝工学、オルガネラ工
学、細胞工学、発生・分化制御、細
胞間相互作用、分子間相互作用、バ
イオセンサー、細胞機能、分子情
報、機能分子設計

食品科学 6105 食品化学、食糧化学、食品生化学、
食品物理学、食品工学、食品機能
学、食品保蔵学、食品製造学、栄養
化学、栄養生化学、食品安全性

薬学 化学系薬学 6801 有機化学、合成化学、生体関連物
質、天然薬物学、有機反応学、ヘテ
ロ環化学

林学 林学・森林
工学

6201 森林生産、森林生態・保護・保全、
森林生物、森林管理・政策、森林風
致、森林利用、緑化・環境林、治
山・砂防 崩壊・地すべり・土石、
流、水資源涵養・水質

物理系薬学 6802 物理化学、分析化学、製剤学、情報
薬品科学、同位体薬品化学、コン
ピュータ科学、生物物理化学、生物
分子構造分子構造

生物系薬学 6803 生化学、分子生物学、免疫化学、薬
理学、細胞生物学、神経生物学、構
造生物学

林産科学・
木質工学

6202 組織構造・材形成、材質・物性、パ
ルプ・紙、リグニン、抽出成分・微
量成分、化学加工、保存・木質文
化、乾燥・機械加工、接着・木質材
料、強度・木質構造、居住性・感性

医
創薬化学 6804 医薬品化学、医薬分子設計、生物活

性物質、医薬分子機能学、ゲノム創
薬

水産学 水産学一般 6301 分類、発生、形態、生理、生態、漁
業、資源・資源管理、増養殖、遺
伝・育種、魚病、水圏環境・保全、
海藻、プランクトン、微生物

環境系薬学 6805 環境衛生学、環境化学、環境動態
学、食品衛生学、栄養化学、微生物
科学、薬用資源学、中毒学、レギュ
ラトリーサイエンス

水産化学 6302 タンパク質、脂質、糖質、酵素、エ
キス成分、ビタミン、色素、生物活
性物質、食品加工、食品衛生、微生
物、生物工学

歯 医療系薬学 6806 病院薬学、医療薬剤学、薬物動態
学、医薬品情報学、薬効解析学、医
薬品安全性学、薬物代謝学、臨床化
学、ドラッグデリバリー、オーダー
メード医療

農業経済
学

農業経済学 6401 農業経営、農業政策、農業経済、農
業金融、農業会計、農業史、農業地
理、国際農業、農業地域計画、農村
社会

基礎医学 解剖学一般
（ 含 組 織
学 ・ 発 生
学）

6901 肉眼解剖学、機能解剖学、臨床解剖
学、比較解剖学、画像解剖学、形質
人類学、発生学・形態形成学、先天
異常学・奇形学、実験形態学、解剖
学教育、組織学、細胞微細形態学、
細胞分化・組織形成、細胞組織化
学、分子形態、顕微鏡技術

学 農業工学 農 業 土 木
学・農村計
画学

6501 水理、水文、土壌物理、土質力学、
応用力学、施設、材料・施行、灌漑
排水、農地整備、農村計画、測量、
情報処理

薬

農業環境工
学

6502 農業生産環境、生物環境変動予測・
制御、生物環境調節、生物工場、閉
鎖系生物生産システム、生体計測、
生物環境情報・リモートセンシン
グ、農業情報、農作業システム、農
作業情報、農業労働科学、生産・流
通施設、自然エネルギー、生物生産
機械、ポストハーベスト工学、バイ
オプロセシング

生理学一般 6902 分子生理学、細胞生理学、組織・器
官生理学、システム生理学、一般生
理学

環境生理学
（含体力医
学・栄養生
理学）

6903 環境生理学、体力医学、栄養生理
学、適応・協関生理学、生体リズ
ム、発達・成長・老化学

薬理学一般 6904 腎臓、循環、骨格筋・平滑筋、消化
器、炎症・免疫、生理活性物質、中
枢・末梢神経農業情報工

学
6503 画像処理・画像認識、非破壊計測、

インターネット応用、バイオイン
フォマティックス、コンピュータシ
ミュレーション、コンピュータネッ
トワーク、知識処理、バイオメカト
ロニクス、バイオロボティクス、バ
イオセンシング、ＧＰＳ／ＧＩＳ、
精密農業

医化学一般 6905 生体分子医学、細胞医科学、臨床遺
伝医科学、発生医学、再生医学、加
齢医学、高次生命医学

病態医化学 6906 異常代謝学、分子病態学、分子遺伝
子診断学、分子腫瘍学、分子病態栄
養学
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心臓大血管外科学 呼吸器外科学ミックス 同位体医療薬学 機器医

分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード 分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード

基礎医学 人類遺伝学 6907 分子遺伝学、細胞遺伝学、薬理遺伝
学、遺伝生化学、遺伝疫学、遺伝診
断学、遺伝子治療学、遺伝カウンセ
リング、生命倫理学

内科系臨 膠原病・ア
レルギー・
感染症内科
学

7210 膠原病学、リウマチ学、アレルギー
学、臨床免疫学、感染症学床医学

人体病理学 6908 脳・神経、消化器、呼吸器、循環
器、泌尿生殖器、骨・筋肉、血液、
分子病理、地理病理、腫瘍、診断病
理学、細胞診断、テレパソロジー、
環境病理

小児科学 7211 発達小児科学、成育医学、小児神経
学、小児内分泌学、小児代謝・栄養
学、小児循環器学、小児呼吸器学、
遺伝・先天異常学、小児保健学、小
児社会医学、小児血液学、小児腫瘍
学、小児免疫・アレルギー・膠原病
学、小児感染症学、小児腎・泌尿器
学、小児消化器病学

実験病理学 6909 動物、細胞、分子、超微形態、腫
瘍、炎症、中毒病理、発生病理、疾
患モデル動物

胎児・新生
児医学

7212 出生前診断、胎児医学、先天異常
学、新生児医学、未熟児医学医 寄 生 虫 学

（含衛生動
物学）

6910 寄生虫、原虫、昆虫、哺乳類、分
子、疫学、発生、遺伝

医
皮膚科学 7213 皮膚診断学、皮膚病理学、性病学、

レーザー治療学、皮膚生理学、皮膚
腫瘍学、色素細胞学、皮膚感染症細菌学（含

真菌学）
6911 病原性、感染免疫、疫学、遺伝、分

類 精神神経科
学

7214 精神薬理学、精神生理学、精神病理
学、社会精神医学、児童精神医学、
老年精神医学、司法精神医学、神経
心理学

ウイルス学 6912 分子、細胞、個体疫学、病原性、診
断、プリオン、ワクチン

免疫学 6913 抗原、抗体、補体、サイトカイン、
細胞、接着分子 放射線科学 7215 画像診断学（含放射線診断学、核医

学）、放射線治療学境界医学 医療社会学 7001 病院管理学、医療管理学、医療情報
学、バイオエシックス、医学史、医
学教育学、医療経済学、リスクマネ
ジメント

外科系臨
床医学

外科学一般 7301 外科総論、移植外科学、人工臓器
学、血管外科学、脾門脈外科学、実
験外科学、内分泌外科学、乳腺外科
学、代謝栄養外科学

消化器外科
学

7302 食道外科学、胃十二指腸外科学、小
腸大腸肛門外科学、肝臓外科学、胆
道外科学、膵臓外科学、脾門脈外科
学

歯 歯
応用薬理学 7002 臨床薬理学、薬物治療学、医薬品副

作用、薬物輸送学、ファーマコゲノ
ミックス 同位体医療薬学 機器医、 、
療薬学

胸部外科学胸部外科学 73037303 心臓大血管外科学 呼吸器外科学、 、
縦隔外科学

病態検査学 7003 臨床検査医学、臨床病理学、臨床化
学、免疫血清学、臨床検査システム

脳神経外科
学

7304 頭部外傷学、脳腫瘍学、脳血管障害
学、脳血管内外科学、機能脳神経外
科学、小児脳神経外科学、脊髄・脊
椎疾患学

社会医学 衛生学 7101 環境保健、予防医学、産業衛生、環
境疫学、分子遺伝疫学、医学統計、
生命倫理、環境中毒、産業中毒、環
境生理、地球環境、災害事故、人間
工学、交通医学、食品衛生

整形外科学 7305 脊椎脊髄病学、筋・神経病学、骨・
軟部腫瘍学、四肢機能再建学、理学
療法学、運動器リハビリテーション
学、関節病学、リウマチ病学、骨・
軟骨代謝学、小児運動器学、運動器
外傷学、スポーツ医学

公 衆 衛 生
学・健康科
学

7102 地域保健、母子保健、学校保健、成
人保健、保健栄養、健康管理、健康
教育、医療行動学、人口問題、国際
保健学、保健医療行政、病院管理
学、医療情報学、介護保険

薬 薬 麻酔・蘇生
学

7306 麻酔学、蘇生学、周術期管理学、疼
痛治療学

法医学 7103 法医学、医の倫理、犯罪精神医学、
矯正医学、保険医学、診療録管理
学、法医鑑定学、アルコール医学、
法歯学、ＤＮＡ多型医学、法医病理
学

泌尿器科学 7307 泌尿器科学、副腎外科学、腎移植、
アンドロロジー

産婦人科学 7308 産科学、生殖医学、婦人科学、婦人
科腫瘍学、更年期医学

耳鼻咽喉科
学

7309 耳鼻咽喉学、頭頚部外科学、気管食
道学内科系臨

床医学
内科学一般
（含心身医
学）

7201 心療内科学、ストレス科学、東洋医
学、伝統薬物、代替医療、総合診
療、プライマリーケア

眼科学 7310 眼科学、神経眼科学、眼光学

小児外科学 7311 先天性消化器疾患学、先天性心大血
管外科学、胎児手術学、小児泌尿器
科学、小児呼吸器外科学、小児腫瘍
学

消化器内科
学

7202 消化器学（食道、胃、小腸、大
腸）、消化管内視鏡学、肝臓病学、
膵臓病学、胆道学

循環器内科
学

7203 心臓病態学、血管病態学 形成外科学 7312 再建外科学、創傷治癒学、マイクロ
サージェリー学、組織培養・移植
学、再生医学学 呼吸器内科

学
7204 呼吸器病学、縦隔疾患学、胸膜疾患

学、呼吸生理学
学

救急医学 7313 集中治療医学、外傷外科学、救急蘇
生学、急性中毒学、災害医学腎臓内科学 7205 腎臟学、高血圧学、水・電解質代謝

学、人工透析学 歯学 形態系基礎
歯科学

7401 口腔解剖学（含組織学・発生学）、
口腔病理学、口腔細菌学神経内科学 7206 神経病態生化学、神経病態薬理学、

神経病態免疫学、臨床神経生理学、
臨床神経形態学、臨床神経分子遺伝
学、臨床神経心理学

機能系基礎
歯科学

7402 口腔生理学、口腔生化学、歯科薬理
学

病態科学系
歯学・歯科
放射線学

7403 実験腫瘍学、免疫・感染・炎症、歯
科放射線学一般、歯科放射線診断学代謝学 7207 糖尿病学、動脈硬化学、代謝異常学

内分泌学 7208 内分泌学、生殖内分泌学

血液内科学 7209 血液内科学、血栓・止血学、輸血
学、小児血液学、造血幹細胞移植
学、血液免疫学、免疫制御学

保存治療系
歯学

7404 保存修復学、歯内療法学

補綴理工系
歯学

7405 歯科補綴学一般、有床義歯学、冠橋
義歯学、歯科インプラント学、歯科
用材料 歯科理工学用材料・歯科理工学

－9－
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分　　科 細　　目
分科・細
目コード

キーワード

歯学 外科系歯学 7406 口腔外科学一般（含病態検査学）、
歯科麻酔学、臨床腫瘍学

矯正・小児
系歯学

7407 歯科矯正学、小児歯科学、小児口腔
保健学

歯周治療系
歯学

7408 歯周免疫機能学、歯周外科学、歯周
予防学

社会系歯学 7409 口腔衛生学(含公衆衛生学・栄養
学)、予防歯科学、歯科医療管理
学、歯科法医学、老年歯科学、歯科
心身医学

看護学 基礎看護学 7501 看護学概論、看護哲学、看護技術、
看護倫理学、災害看護、看護教育
学、看護管理学、看護行政学

医 臨床看護学 7502 重篤・救急看護学、周手術期看護
学、慢性病看護学、リハビリテー
ション看護学、がん看護学、ターミ
ナルケア、母性・女性看護学、助産
学、小児看護学、家族看護学

地域・老年
看護学

7503 地域看護学、精神看護学、老年看護
学、公衆衛生看護学、在宅看護、訪
問看護

歯

薬

学
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競争的資金等の適正な使用等について 
2008 年６月 

国際事業部 

 
 「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」（平成 19 年２月 15
日文部科学大臣決定）等を踏まえ、国際事業部の各種公募事業について、以下のように取り扱う

ことといたします。 
 
（１）「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」（平成 19 年２月

15 日文部科学大臣決定）に基づく措置 
 本ガイドライン別紙にある『競争的資金等』の一覧等に該当する事業については、各研究機関

において標記ガイドラインに基づく研究費の管理・監査体制の整備、及びその実施状況等につい

ての報告書を文部科学省に提出することが必要です（実施状況報告書の提出がない場合の研究実

施は認められません）。 
なお、当該措置の詳細及び具体の報告書の提出依頼については、文部科学省等からのお知らせ

に従って対応してください。 
  
（２）不合理な重複・過度の集中の排除 
①不合理な重複に対する措置 

研究者が、実質的に同一の研究内容について、国あるいは独立行政法人の競争的資金制度

等による配分を受けている場合、または受けることが決定している場合、本事業において、

審査対象からの除外、採択の決定の取消し、又は資金・経費等の減額（以下、採択の決定の

取消し等とする。）を行うことがあります。 

なお、本事業への申請段階において、他の競争的資金制度等への応募・申請を制限するも

のではありませんが、他の競争的資金制度等に採択された場合には速やかに本事業の事務担

当に報告してください。この報告に漏れがあった場合、本事業において、採択の決定の取消

し等を行う可能性があります。 

②過度の集中に対する措置 

本事業に申請された研究内容と、他の競争的資金制度等を活用して実施している研究内容

が異なる場合においても、研究者に配分される研究費等の経費全体が効果的・効率的に使用

できないと判断される場合には、本事業において、採択の決定の取消し等を行うことがあり

ます。 

このため、本事業への申請書類の提出後に、他の競争的資金制度等に応募・申請し採択さ

れた場合等、記載内容に変更が生じた場合は、速やかに本事業の事務担当に報告してくださ

い。この報告に漏れがあった場合、本事業において、採択の決定の取消し等を行う可能性が

あります。 
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（３）競争的資金等の不正使用等に対する措置 
  日本学術振興会平成 20 年規程第３号「競争的資金等の不正使用等への対応に関する規程」に

基づき、競争的資金等の適正な管理・運営及び不正使用等の防止のため、国際事業部の各種公

募事業について、不正使用等（※１）を行った研究者等については、以下の措置を執るものとし

ます。 
  ※１ここでの不正使用等とは、競争的資金等をその交付の目的又は契約内容等に違反して使用すること及び

偽りその他不正な手段により競争的資金等の交付を受けることをいいます（同規程第２条）。 

① 不正使用等が明らかになった場合には、当該競争的資金等の交付を取り消すとともに、既

に配分された研究費の一部又は全部を返還させる。 

② 不正使用等を行っていた者が研究代表者として応募・申請している課題は採択しない。研

究分担者となっているものについては、当人を除外しなければ採択しない。 

③ 措置の対象者に対し、振興会の所管するすべての競争的資金等を一定期間交付しない。 

 なお、措置を決定したときは、原則として、措置の対象となった者の氏名・所属、措置の内容、

不正使用等が行われた競争的資金等名、当該研究費の金額、不正使用等の内容及び研究機関等が

行った調査結果報告等を速やかに公表します。 
 
（４）研究活動の不正行為に対する措置 
 日本学術振興会平成 18 年規程第 19 号「研究活動の不正行為への対応に関する規程」に基づき、

研究活動の公正性を厳正に確保するため、国際事業部の各種公募事業について、不正行為（※２）

を行った者については、以下の措置を執るものとします。 
  ※２ここでの不正行為とは、研究成果の中に示されたデータ、調査結果又は論文等の捏造、改ざん又は盗用

等をいいます（同規程第２条）。 

① 不正行為があったと認定された研究に係る競争的資金等を打ち切るとともに、既に配分さ

れた研究費の一部又は全部を返還させる。 
② 不正行為があったと認定された者が研究代表者として応募・申請している課題は採択しな

い。研究分担者となっているものについては、当人を除外しなければ採択しない。 
③ 措置の対象者に対し、振興会の所管するすべての競争的資金等への応募・申請を一定期間

制限する。 
 なお、措置を決定したときは、原則として、措置の対象となった者の氏名・所属、措置の内容、

不正行為が行われた競争的資金等名、当該研究費の金額、不正行為の内容及び研究機関が行った

調査結果報告書等を速やかに公表します。 
 
（５）関係法令等に違反した場合の取扱い 
  申請書類に記載した内容が虚偽であった場合や、関係法令・指針等に違反して研究計画を実

施した場合には、本会から資金・経費等を支給しないことや、採択の決定を取り消すことがあ

ります。 


